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▶今月号の巻頭「Share & Dialogue」は角田
由佳先生に講師を務めていただきました。実は，
本誌編集室に異動する前に所属していた制作部
という部署で，角田先生の単著『看護サービス
の経済・政策論―看護師の働き方を経済学か
ら読み解く 第 2 版』を担当していました。当時
は直接やり取りをさせていただく機会はなかった
のですが，このような形でまた関わることができ，
非常にうれしいです。こうした縁に感謝するととも
に，これからも大切にしていきたいと思います。
▶編集室に異動してきて，読者の皆さまからの
反響が編集室に直接届くケースは思っていたより
少ないんだなと感じました。著者からの報告や
著者の SNS を通じて反響を知る機会が意外と
多いです。読者の皆さまの生のご感想や批評を
ぜひ，本欄右上にある編集室の E-mail アドレス
にもお寄せいただけますと幸いです。� （林田）

▶本号特集「覆面インタビュー」では，4 名の
副看護師長さんにインタビューをさせていただき
ました。突然のご依頼にもかかわらずご快諾，ご
協力いただきました皆さまにお礼を申し上げま
す。どの方のお話からも周囲の上司・同僚や後
輩とよい看護を提供したいという思いや，スタッ
フの多様なキャリアを支えたいという思いが伝
わってきました。同時に，日々多様な業務を抱え
る中で，ご自身の役割を手探りで模索しながら
管理業務に当たられていることも垣間見えまし
た。昇任時に「ジョブ・ディスクリプション」を
明確にし，上司と昇任する副看護師長の間で合
意形成をすることが必要かもしれません。▶弊誌
および今年スタート予定の「看護管理 まなびラ
ボ」では，中間管理者の方のキャリア移行期を
支える企画を考えてまいります。� （小齋）

編集後記

特集

病棟チームの関係性を 
つむぎ直す
コロナ禍における「組織の安全感」とは
コロナ禍で看護師の「感情労働」の質はどのように変化したのでしょうか。長期間にわたり，
「感情の制御」が求められる中，時々刻 と々変化する病棟チーム全体の感情をどのようにアセス
メントし，チーム全体の支援につなげればよいのでしょうか。� �
本特集では，感情労働と組織のストレスへの支援や災害時のチームマネジメントに詳しい識者
から提言をいただくとともに，精神看護専門看護師を中心とする院内サポートチームが，「病棟
チームの関係性」をどのように捉え，当事者や組織全体への支援を包括的に行ってきたのか，
その実践を共有します。

第 8 波までの経験を踏まえた今回の特集企画趣旨◉奥野史子
災害（危機）時におけるチームのマネジメント 
コロナ対応に活かす知見◉原田奈穂子

【実践報告】 
リエゾンナースの立場から◉河野伸子／光定博生
病棟管理者のサポート　心理職として 
◉中井茉里
病棟管理者／リエゾンナースの立場から◉奥野史子

パンデミックの中の感情労働 
組織のストレスとコンサルテーションの視点を交えて◉武井麻子

巻頭シリーズ

Share & Dialogue 
ポジティブ・フィードバック 
褒めてもダメ出ししても成長につながらない◉広瀬義浩／嶋田 至

2023年初夏より，看護管理者
の皆さまのための生涯学習サー
ビスを開始予定です。下記Web
サイトを，ぜひチェックしてみて
ください。
https://kanlabo.igaku-shoin.
co.jp/

「看護管理 まなびラボ」はじまります！

262     看護管理 Vol.33 No.03 2023

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
02
3 

2026/09/23 11:58:47


